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　青少年犯罪の 低年齢化や凶悪化 ， 学校で の い じめ の 悪質化 ・陰湿化 な ど の 問題行動 が表面

化する と，具体的で 直接的 な体験の 重視や道徳心 の 育成な どが
， 学校教育 ， 家庭教育 ， 地域

社会 との連携に お い て 取 り組まれて い くこ とに なる 。 また ， 小学校低学年の 段階か ら学校 に

適応で きず ， 教室で 学習 に集中で きない
， 教 員の 話が聞 けず に授 業が成立 しな い な ど学級が

うま く機能 しな い 状況な どが 問題化する こ とは
， 幼児期か らの 教 育の あ り方の 見直 し と幼児

期 と児童期 との 連携の 重要性を再確認する こ とに な っ て い る 。 そ して
， 完全週 5 日制 の 実施

はゆ と りをもた らすよ りも ， 学力や受験か ら解放 されずに む しろゆ とりを失うこ とに もなり，

児童生徒の 自主 的実践的 な活動の規模の 縮小 や期 聞短縮 とい っ たス リ ム 化に よ り， 教科学習

だ けで は経験で きない こ とを学ん で い くこ とにな る はず の 機 会が十分 に保 障 され な い 状況 に

もな っ て い る。

　 こ の よ うななかで ， 体験活動が形式的に導入 され 形骸化す る こ とや ， 体験活動が子 ど もに

と っ て強制や押 し付 けに終 わるこ とを避 けるため にも ， 体験活動の 教育的意義に つ い て 明らか

にする必要がある 。 また
， 子 ど もの 抱 える問題 を幼児期 か らの連続性の なかで捉える必要 もあ

る 。 社会奉仕，自然，職場体験，交流などの さまざまな体験活動が行われて い るが ， 本稿で は ，

中高生 と幼児 との 交流 とい う学校 と地域社 会の 連携 に よ る体験活動を中心に考察 し
， その 可能

性 と課題 に つ い て 明 らかにす る 。 1 で は ， 中学生 ・
高校生 に とっ て の教育的意義に つ い て 考察

す る 。 2 で は幼児や幼稚園 ・保育所側 にと っ て の 教育 的意義 に つ い て 明 らかに する 。
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1 − 1．

　体験的な学習活動を推進する ため に，小学校か ら高等学校で実施され て い る ， 社会奉仕 ， 自

然，勤労生産，職場就業体験 ， 文化・芸術 ， 交流 な ど多様な事例が紹介 されて い る 。 「交流 に

関わる 体験活動」と して 幼児と の 交流 に かか わ る 事例 をみ る と
， 保育園児を学校へ 招 き ， 歌

遊 び ・ゲ ーム な どを生徒が企 画 ・制作 し ， 幼児 と中学生が ペ ア にな っ て 遊び を体験す るこ と

が 行わ れ ，こ の 体験活動の 前後に保育実習体験 を実施する こ とに よ り単発の イベ ン トで 終わ

る の で は な く持続的な交流 をつ くりだ して い る
エ
。 また ， 生徒の 興味関心 に基づ い て 子 どもの

年齢別 の グル ープ を編 成 し ， 遊 び ・交流 す る とい う保育体験 学習 を行 い
， その 後希望 者 は長

期休業中及 び放課後の 保育実習ボ ラ ン テ ィ ア 活動を実施する こ とに つ なげて い る
2

。

　中学校高校生 に とっ て幼児 との交流体験活動の 意義 として は ， 第
一

に ， 自主的実践的な体

験を通 して の 学習の意義があ る 。 具体的な経験 を とお して他 者 との 関係を築い て い くこ とを

学ぶ こ とは ， 自己お よび他 者の 理解と尊重 とい うこ とが 困難 にな っ て い る状 況の なかで 重要

となる 。 第二 に ， 自己実現 の た め に進路形成 を行 っ て い くか に つ い て 考える契機に なる 。
つ

ま り職業観 進路形成に影響 を与える こ とで ある 。

　 まず ， 具体的経験 をとお して 他者 との 関係 をつ くっ て い くこ とに つ い て み る 。 小学校の校

内暴力 増加 ， 学校 に適応 で きない
， 学級 が成立 しない

， 不登校 ， 人 間関係 の ゆがみ ，
い じめ

な ど の 教育問題や子 ど もに よ る犯罪が連続する と
， 子 どもの 他者 へ の 無関心さや 心の 荒れが

問題に され ， 学校教育で は心の 教育 ， 体験活動 ， 奉仕活動が 叫ばれ ， 他者へ の 思い や りや人

の 役に 立 つ とい うこ とな どが重視 される 。 こ の よ うに ， 集団活動を行 うなかで 自分を知 り他

者 との 関係を築い て い くこ とが期待 され るが ， 現実 に は集団離れが問題 に なっ て い る 。 具体

例 と して は ， 学校教育で 集団活動 と しての 子 ど もの 自主的な態度が育 まれ る とされ る生徒会

活動や 学校行事へ の 参加 ・態度で ある。問題が ある とみ な されや すい の は ， 消極的態度や意

味が ない
，

つ まらな い とする子どもに象徴される反抗や不参加で あっ た とい える 。 しか し， そ

れだけで は捉 え きれな くな っ て い る 。 それは ， 表面 的に同意 をつ く りあげ るため に周囲 か ら

はみ出 さない よ うな行 動 をす る こ とによ り， 面倒 で 時 間の かか る討論 や議 論 を避 け よ うと配

慮 して い る生徒 もい るか らで ある 。
つ まり，行動 として示す不参加の表明だけで は なく，

一

見する とま とま っ て い る ， 合意が な された とい う状態 の裏側 にあ る ， 面倒 な対立 を避 けて周

りに あ わせ る とい う無 関心 な 同調 とい うふ る まい の 視 点か らみ る必 要が ある とい える 。

　 こ の 反抗す る と い う態度に表す こ と もで きない が参加 して い る わ けで もない とい う何 も表

現 しな い 態度は
， 多用 され る よ うになっ た 「むか つ く」と い う表現 と通 じて い る 。 「む か つ く」

とは何か が ひ っ か か っ て い る が ，「吐 き出すこ とも呑み 下すこ ともで きぬ 宙吊 りの まま ， 不快

さの バ ラ ン ス を保 ち続 け て い な くて はな らな い 。

……支 配 と操作 に反抗 しない
， しか し受け

入 れ もしない か らだ」と指摘 され る3
。 こ の ような集団活動へ の 参加態度 ， 何 も しない か らだ ，

表現 しな い か らだ と して 表され る状態は ，衝動的で 自分勝手な行動 をと り，結果を想像する

こ とが で きない こ との 現 わ れで あ り， 他方で は ， 現実の なか で 変革 しなけれ ばな らな い こ と
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に 対 して行動を起 こ さな い こ とに な り， その 状況 に参加 して い ない こ とに な る 。

　こ れは ， 「教育とは ， 経験 の 意味を増加 させ
， その 後の 経験の 進路を方向づ ける能力 を高め

る よ うに経験 を改造 ない し再組織す る こ と で ある ……真 に教育的な経験，つ ま り ， 教 訓が伝

え られ
， 能力が高め られ る よ うな経験は ，

一
方で は ， 決 ま り切 っ た一

律的 な活動 と ， 他方で

は気 まぐれ な活動と ， 区別 され る
4
」はずで あるの だが ， 「決 ま り切 っ た一

律的な活動」と 「気

ま ぐれ な活動」に終 わ っ て しま っ て い るこ と を意味す る 。 学校で 実施 され る体験活動 は ， 学

校側が準備 し生徒に提示 され る こ とが多い 。 こ の 活動の 意味を生徒 自身が 自分の もの とし な

い ま ま活動に入 っ て しまうと ， 強制 にや らされ て い る こ とに な り， 生徒 自身に と っ て 単なる

活動で あ り経験 とはな らな い 。そ れは ， 「事物 が われ われ にと っ て ある意味 ameaning を も

っ ときに は ， われわれ は ， 自分た ちが行 うこ とを意 図するmean （企 て る ， 計画する ）の だが ，

事物が意味を もた ない と きには ，
わ れわ れ は ，盲 目的に ， 無意識 的に，非理知的に行動す る

の で ある 5」 とい うこ とを意味 して い る 。

　 した が っ て ， 学校側か ら提示 され る場合で あっ て も， 実際の活動の前に事前指導に時間を

か けて ， なぜ 自分た ちが その活動 を行 うの か ， なぜそ れが 問題 にな っ て い るの か に つ い て 考

え させ る必 要が ある 。 それ は 「自 らと他者 ， あ るい は現実世界 と の 関係性 を認識 し意味化 す

る力 を獲得 しなが ら，自ら と他者ある い は現実世界 との 関係を変革6」する よ うな試み に つ な

が る もの で ある 。 そ して ， 事後指導に よ っ て ふ り返 り， どの ような変化が生 じたの か に つ い

て 熟慮する時間が保障され る こ とが重要に なる 。 それ は ， 「『経験か ら学ぶ 』とい うこ とは ， わ

れわれが事物に対 してな した こ と と
， 結果 と して われ われが事物か ら受けて 楽 しん だ り苦 し

んだ りした こ と と の 問の 前後の 関連をつ ける こ とで ある 7」か らで ある 。

　活動の意味を明 らか に で きず に形式的に行 っ た だけの もの に終わる こ とと，問題を浮か び

上が らせ るこ とに よ り意志 をも っ て かかわ るこ とに なる こ ととの 違 い は ， 「世界 を静止 した現

実 として で はな く， 過程 にあ る ， 変化 しつ つ あ る現実 として み る ように なる
8
」か どうか とい

うこ とで もある 。 現状の 維持で は な く課題 を浮か び上 が らせ る こ と には
， 不安 ， 混乱 ，困惑

が伴 うが ， それ は問題 を捉える契機に な り， 状況の 分析やそ こか ら可能な選択 と起 こ りうる

結果を想定 しなが ら， 行動 を選択 して い くこ とに つ なが り， 思考や 熟慮 と行動の 積み重 ね の

過程 を生み だす と い える 。

1 − 2．

　高校生の 職業意識に つ い て ， 高校 3年生が 将来就 きた い 職業の 上位は ，教師，公務員，大

学教授 ・研 究者 ・学者 ， プ ロ グラ マ
ー

，
シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア ， 建築士 とな っ て お り，女子は ，

保 育士 ・幼稚園教諭，看護士 ，教 師，医療事務 ・医療秘書，美容師 ， 社会福 祉士 ・介護福 祉

士 と なっ て い る 9
。 男子 は高等教育系・技術系の 職業を希望するの に対 し ， 女子 は家事，育児 ，

介護 に結び つ くような職業 を希望 して い る とい える 。 男性が 就 く職業，女性が 就 く職業 と い

うイメ
ージ の 内面化 は ， 就 きた い 職業選択 に 結び つ き ， その 職業に就 くため の 学部の 選択が
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なされ ，女子にお い て 理工 系よ り，人文系や教育系が 多 くな るな ど
， 専攻学部の 偏 りがみ ら

れ ， 進路形成に影響を及ぼ して い る 。

　女 子の 進路行動の変 化 として ， 女子の大 学進学率上昇 ， 進 学機会の 限定か ら拡 大 ， 地元か

ら外 へ の 地域拡大 ， 理 工系 ， 医学系な どの 領域拡大 ， 生 き方の 明確化 と新 た な領 域進 出 を支

援する進路指導が 行われ る などが あげ られて い る
lo

。 しか し，女子 の 高等教育進学は 4 年制大

学 と短期 大学が ある の に対 し， 男子で は短期大学で はな く 4 年制大学が圧倒的で ある こ とな

ど進 学率の 性差が み られ る し， 人文 ， 教育 ， 家政 とい っ た女 子向 きとい われる専攻分野の偏

りが解消 された わけで は ない 。

　 こ の よ うな進学機会の 制限 ， 専攻分野 の 制限 と い うよ うな女子 の 進路選択 に は学業成績以

外の 要因が影響する 。 例えば ， 理科や 算数 （数学）の重 要性 ， 必要性に つ い て は男子 ・女子

の 差は少 な い が ， 好 き嫌 い や将来 の 進路 や職業 と結 び付ける こ とにお い て は男 女差が比較 的

大 きい こ とが示 され ， それ は
， 理科で よい 成績を取 れる と い う教 師か らの 期待 や ， 科学や技

術 に関わ る仕事に つ くとい う親か ら の 期待 に つ い て ，男女の 意識の 違 い が ある こ とが 示 され

て い る
11

。 学校の 役割 は 「社会成員へ の 職業的地位の配分 を正当化する役割」と 「私た ちの 社

会 が 『平 等な社会 』で ある とい う認識を正 当化する役割」 とい う二 つ の 矛盾 した もの で ある

た め に，「学校が社会成員に 『平等』に教育 し課題 を与えその 成績を本人 に示すこ と に よ っ て
，

彼 らが 自ら特定の 職業的地位 を選択 ・受容 して い くよ う促す」こ と に なる 12
。 得意科 目の 性差

は ， 周囲の 期待や ， ある 職業や 専攻分野 にお ける女性の進 出の程度な ど社会的に生み 出 され

て い るが ， そ れが学校に お ける試験や成績とい う数字に よ っ て示 され る こ とに よ り， 苦手で

あ る
， 嫌 い で ある と い う感情 を生み出 し ， 専攻分野 の 選択肢 か ら排 除す る理 由 と して正 当化

され て い く。

　 また ， 教科学習以外の 場面で も ， 性別 に よ る制限を内面化 させ ， 進路や将来の 生 き方の 選

択肢 の 拡 大を無意 識に諦 め させ る ような作用が働 く。 生徒会長 ， ク ラ ス 委員長 ・副委員長 ， ク

ラ ブ の 部長な ど
， 授業以外の 自治活動や ク ラ ブ活動にお い て

， 役割を特定の 性別 と結 び つ け

る結果が 示 され ， 主 となる役割 を男性が担い ， 女性が それ を支える と い う 「性別分業」が含

まれ る こ とが 指摘 され て い る
13。

　以 上 の よ うな状況の なかで
， 学校と地域社会 との 連携に よ り変化 を もた らす こ とが必要で

あ る 。 学校が地域 に開かれ，授業や学校行事の 開催にお い て も地域 住民 との 協働 や地域の 関

連機関との 連携が すすめ られ る こ とに よ り，
生徒の 地域の 人々 との 関係が 築か れ ，働 くこ と

や 自分の 将来に つ い て の 視野を広げて い くこ とに つ なが る とい える 。 学校 と幼稚園 ・保育所

との 交流 が行われて い るが ， 子 どもを育て る過程 には男女平等の 視点が欠かせない こ とか ら，

女性セ ン ターの 役割が 加わ る こ とに よ りさらに 生徒 の 視野 を広げて い くと思わ れる 。

　例 えば ， 中高生向け職業教育学習用 ビデオ 「働 く　 君は どう思 う？ 14」で は，職業 に つ い

て ， 働 くこ との 目的や 意義に つ い て ， 気づ き ， 考え させ る こ とが 中心 に なる。職業が イメ
ー

ジだけで 捉え られる と職業選択 を狭 める こ とに もなる ため ， あ る職業は男性向き ， 女性向 き
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とい うメ ッ セ
ー

ジ で は な く，性別に よ っ て 選択を制限 され ない こ とをも伝 えて い る 。ビ デ オ

で は 5 人の働 く先輩が 紹介され て い るが ， その 中に は女性の 仕事の イメ ージが 強い 看護師と
，

力強い 男性 職人 とい うイメ
ージが強い 大工 が取 り上 げ られ ， 女性 向き， 男性向 きとい うイメ ー

ジ に 縛られ が ちな職業に就い て い る男性の 看護師， 女性の 大工 職人 の 仕事を紹介 し て い る。こ

れ に よ り， ある分野 に女性／男性の 進出が少 ない 状況 をうけて性別 を理由に あきらめ る よ う

に促 され て い くの で は な く， 自分が何に 興味が あ り追求 して い きた い の か ， その ため に何 を

専攻する の かを中心 に進路を ひ ら い て い くこ と に なる と思 わ れる 。

　幼稚 園 ・保 育所 ， 女性 セ ン ター
， 学校 との 協働 をすす める こ と に よ り， 保育者 ；女性 と い

う職業観の 問い 直 し
， 職業選択の 幅 を広げ ， 進路形成に も影響 を与 える こ とに なる とい える。

幼稚園教諭の 9割が 女性で あ り， 短期大学や 専門学校で 取得可能で ある 二 種免許状所有者が

中心 で ある こ とは ， 女 子の 進学先 として の 短期大学 の 位 置づ け と女子 の 4 年制大学 へ の 進学

機会の 制限 と無関係 で は な い と い える 。 教員構成の 男女比 に つ い て
， 「現在 ， 女性教員の 割合

が 9 割 を超えて い るが，ある程度幼稚園 に も男性職員がい る方が 幼児の 教育上 好 ま し い との

意見 も踏 まえ，男性職員の 割合 を高め る方策等を講ずる こ とが望 まれる」こ とや 「標準的な

養成年限で ある 4 年間の養成を経た一
種免許状を有する教員の増加策を検討す る こ とが必 要

で あ る」 こ とが提 言 され て い る 15 こ と に よ り， 幼稚 園教 諭の 男女の 構成比の 是正 や専門性の

充実 に つ ながる こ とが期待 され る 。

1 − 3．

　保育者 ＝ 女性 とい う職業の イメ
ージの 見直 しは ， よ り大 きな社 会 的課題 に もかか わ らせ て

考 える こ とがで きる 。 そ れは少子化社会 と い う課 題で ある 。 少子 化社会の 要 因の ひ とつ と し

て
， 子育て と仕事の 両立

， 子育て不安な ど子育て し に くい 社会 とい うこ とが ある 。 したが っ

て ，次世代育成 とい う観点か らも子育て 意識の醸成や 子育て不安の 解消 ， 性別役割分担意識

の 問い 直 しが求め られ て い る 。 中高生 と幼児の交 流体験活動は ， 子育 て ＝＝ 母 親 ， 女性 とい う

役割分担へ の 問い や ， 子育 て の 孤 立化 とい う問題 ， そ して男 女間 ， 親子 間 も含め広 く人 と入

との 関係 を考える契機 ともな りうる 。

　子育て の 孤立 化と い う状況は家庭 の 内外で お こ る。まず ， 家庭 内で は夫の 協力が 得 られ な

い こ とや ， や っ て 当た り前 として 認め られな い こ とに よ り
一層深 まる 。 男性の 家事時 間 に つ

い て は ， 平 日は 30分前 後に と ど ま り大 きな増加傾 向は見 られな い こ とや ， 日曜 日に は 1 時 間

前後 となるが ， その 内容 は買 い 物が多 く ， 掃除 ， 炊事 ， 選択 ， 子 ど もの 世話 にあて る 時聞 は

少 ない こ とが示 され て い る
16

。 また，諸外国と比 較 して 日本で は父 親の 家事や育児にか ける時

間が 少な い こ とも指摘 されて い る 1ア
。 6歳 未満の 子 ど もが い る世 帯 に おける家事関連時 間は ，

平 日の 夫21分 ， 妻 は無業で 8時 間 30分 ， 有 業の 場合 も5時 間 とな っ て い る 。 固定的性別役 割

分担意識 に つ い て，「夫は外で働 き，妻は家庭を守る べ き」と い う考えにつ い て は
， 反対 48．9

％ ， 賛成 45．2％ とな っ て お り， 平成 16年に初め て 反対が 賛成を上 回 っ たが ，男女別で み る と
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が ， 女性で は反対 53．8％ ， 賛成41．3％ と反対の 方が 多 い が ，男性で は反対43．3％ ， 賛成49．8％

で 賛成の 方が 多 くな っ て い る
18

。 「男は仕事 ， 女は 家庭」 と い う性別役割分担 に つ い て 反対す

る意識が高まっ て い るもの の ， 男性の家事へ の参加 は限定的な もの にとどま り， 共働 き家庭 に

おい て は妻 だけが仕事 と家事労働 の 二 重負担 とな っ て お り， 現実 には ， 「男 は仕事 ， 女は仕事

も家庭 も」と い う役割分担が存在す る こ とを意味して い る 。
つ ま り，子育て に専念する専業主

婦は子育て負担感 を強 く感 じ，また職業をもつ 母親 も育児家事 と仕事の 両立 をこ なす こ とを求

め られて い る 。

　次 に ， 家族以外 の 人間関係 につ い て考 える と
， 少子化 ， 核家族化 ， 都市化 に よ る地域社会

の 変化 がかか わ っ て い る 。 例 えば ， 巨大化高層化 した マ ン シ ョ ン で は大地か ら離れ た 部屋に

閉じ こ もっ た子育て に なりや す い し，その うえオー トロ ッ クや 監視カメ ラ などセ キ ュ リテ ィ

重視に よ り外部か ら遮断 される状況 の なかで ， 母 と子が 常 に
一

緒に い る時間が長 くな っ て い

る 。 子 ど もが 自由に 環境 にか かわ り遊び
， 子 ど も同士 が群れて 遊ぶ 場所や時間 はか な り限 ら

れて くる こ とに なる 。 子 ど も集団，遊び 集団が 形成 しに くくなっ て い る こ とは，遊びを とお

した 失敗や葛藤 を含む 達成感や充実感な ど多様な経験をする とい う機会が失われて い る こ と

に なる 。

　 こ の よ うな子 ど もを取 り巻 く環境の 変化 ，そ して子 どもにか か わ る事件が 増加 し問題化す

るの を受けて
， 地 域社会の 再生 や子育て 支援へ の 取組み も広が っ て い る 。 留意 しなけれ ばな

ら ない の は ，それ らが 孤立 か らの 解消に もなるが ， 深刻化する要因ともな る とい うこ とで あ

る 。 例 えば ， 子育て不安や孤立か らの 脱出 を試み て ， 地域 の 子育て相談を利用するけれ ど も，

「正 しい 育児知識」 や 「良心 的 なア ドバ イス 」 に よ っ て ， 「母親像」の 押 し付 けか ら二 次的な

被害 を受 ける こ ともある19
。 また ，子育て の 不安は友だち を作る こ とで解消で きる とい う考 え

か ら，育児サークル を紹介 され参加 をすすめ られ る とい う画
一

的な対応が なされる と ， 人 間

関係 を築 くうえで 困難を抱 える場合 に はか え っ て負担 に なる場合 もあ る 。 また ， 母親 集団の

なか に入 っ て い くこ とに よるプ レ ッ シ ャ
ーを受けるこ と もあ る 2°

。 地域社会にお ける子 育て グ

ル ープへ の 参加が 自分 の 居場所 を見 つ ける こ とに な り孤 立感の 解消 に もつ なが るが ， か えっ

て新 た なス トレス を生 み だす場合 もある よ うに複雑 に な っ て お り，地域社会 の 人間同士 の つ

なが りが ある とい う状況が前提 とされて い な い とこ ろか らつ くりあげなければな らない とい

う意味で ， 希 薄化 した人 間関係 の 再構 築 に伴 う負担 も大 きい と い える 。

　以上 の よ うに子育て の 孤 立化 は家庭の 内外で お こ っ て い る 。 子育て の 孤立化 を解消するた

め に も， 子 育て ≡母親の み に責任を過剰に求め る社会の あ り方が 見直され なけれ ば な らない

し，学校教育にお い て も ， 幼児 との 交流活動の事前事後指導 と して 子育て環境 の 変化 な どに

つ い て学ぶ 必要がある 。
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2 − 1．

　幼児や幼稚 園 ・保育所側に と っ て の 教育的意義は，第
一

に ，幼児教育の 充実に つ なが る こ

とである 。 幼児教育の 充実の 方策の
一

つ と して地域の 多様な人 々 との 協働が 考えられ ， 「保育

体験学 習等によ り， 中高生 ・大学 生 な ど，
こ れか ら親に なる世代 に幼 児 と接 する体験 の 機会

を提供 する こ とは ， 親 の 子育 て 意識 を醸成す る観 点か らも有用 で あ る21
」こ とが述 べ られて い

る 。 第二 に，環境や 遊び をとお した 教育 とい う幼児教育の 基本に つ い て再 確認す る こ とで あ

る。それは ， 早期教育な ど子 どもが 育つ 過程が速 さとい う
一

つ の 価値だけか ら判断され ，結

果だけが過度に重視 され る こ とを問い 直す こ とで もある 。

　幼稚 園 ・小学校受験 による子 どもの ス トレ ス ，小学校低学年で の 学校生活 や学級 へ の 適応

の 問題 な ど
， 子 ど もをめ ぐる問題が低年齢化 して い るなかで

， 幼児期 か らの 児童期 へ の 教育

の在 り方や 幼児教育の 重要性 を再確認する こ とに なる 。 「子 どもを取 り巻 く環境の 変化 を踏ま

えた今後の 幼児教育 の 在 り方に つ い て （答申）」で は子 どもの 育ちの現状 に つ い て ， 「他者 と

の かかわ りが苦手で ある」， 「多 くの 情報 に 囲 まれ た環境 に い るた め ， 世 の 中に つ い て の 知識

は増えて い る もの の ，その 知識 は断片的 で受 け身的な もの が多 く， 学 び に対す る意欲 や関心

が 低 い 」な どが 述べ られ て い る 22
。 幼稚園教育要領改訂 の 基本 方針 と して

， 「幼児期 にふ さわ

しい 道徳性 を生活 の 中で 身に付ける」， 「直接的 ， 具体的生活体験 を重視する」，「集団 との か

か わ りの 中で 幼児 の 自己実現 を図る」な どが示 され て い る23
。 そ こ に は ， 家庭や 地域社 会の 教

育力の 低下 とい っ た問題や子 ど も集団や あそ び仲 間が形 成 され な い
， 自然 体験 ， 生活 体験が

不足 して い る とい っ た 危機感か ら，集団生活の 場 と して の 幼稚 園や保育所の 役割を再確認 し ，

幼児期 にお ける 「人 間関係」を焦点化 させ ， 「人 との か か わ り」や 「道徳性の 芽生 え」を培 う

こ とな どが重視 されて い る と考え られ る の で ある 。

　1990年代 に入 り幼稚 園 ・保育所の 再 編成が行 われ る よ うにな っ た 。 そ の 背 景 として ， 都 市

化，核家族化，母親の 就労の 増加な どに よ り多様なニ ーズに応える こ とが求め られるこ と， そ

して ，少子社会を迎 え，幼稚園 ・保育園の 定員割れ や統廃合が 問題 とな り，地方財政 が悪化

する 中で 財政負担の 軽減 とい う観点が 強い こ とが あげられ る
24

。
こ の よ うな状況の 中で 規制緩

和や民営化が 進め られ て い くこ とは ， 多様化 する ニ ーズ に対応 したサ ービス を可能 とする よ

うに み えるが ，
一

方で は幼稚園 ・保育所の 施設設備の 悪化に よ り保育環境 を保 つ こ とがで き

な い とい う問題 も含ん で い る 。

　また ， 幼稚 園等施設 の 教員等に つ い て ， 家庭や 地域社会 にお ける生活の 連続性及 び発達や

学び の 連続性を保 ちつ つ 教育を展開する力 ， 特別な教育的配慮を要する幼児に対応する力 ， 小

学校等 と の 連携 を推進す る力 ， 子育て へ の ア ドバ イス な どの 総合 的 な力量 が必要 とされて い

る
25。 しか し， 保育者の負担増は保育者の力量形成に悪影響 を与える こ と など に よ り，全体 と

して保育の 質を維持で きな い とい う問題を生 じさせ る こ とになる 。 幼児が接する人 的環境 と

して の 保育者が女性だ けで あ っ た り， 活発 に動 き回れ る エ ネル ギーを十分に もっ て い なか っ

た りする こ ともある 。 保育者 自身の 体験不 足 か ら保育 を実践 する こ とが で きな い こ とや ， 保
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育者同士 や保護者 との 関係 を構築する こ とが で きない こ とも指摘 され る26
。 保育者に は，幼児

期か ら児童期を見通 した発達を支え る指導や ， 他の保育者や 保護者 との 円滑 な人 間関係の 形

成 とい っ た ように 総合 的 な幅広 い 能力が求め られ るなかで ， 保育者 に とっ て も ， 園が 開かれ

て い くこ とは ， 保育の 質を高め るための 自己成長や人 間関係 を広 げて い くこ と につ なが る きっ

か けに な りうる とい える 。

2 − 2．

　幼 児教 育で 基本 と なる考 え方 は ， 「環境 を通 して行な うもの で ある 27」 と い うこ とで ある 。

それは
一

方的に幼児 に何かをさせ る こ と で もな く， 勝手な行動を許す と い う放任で もな い
。 ま

た，子 どもの 自発的な活動 と して の 遊びを中心 に した指導が基本 とな る 。 幼稚園で は少子化

に伴 い 定員割れ になる とい う問題や ， 保護者 の ニ ーズ も多様化 して い る状況 の 中で
， それぞ

れ の 園が独 自の 特 色を出 して保 護者か ら選 ばれ るか ど うか は大 きな問題 にな っ て い る 。

一
部

で は文字や数の 学習 を導入 して い る動 きもある 。 そ こで は，遊び と文字遊び との 違 い を明ら

か にす る必要が ある 。

　 ノ
ー トに向 っ て文字をなぞる ， カー ドを使 っ て 文字を伝える とい っ た幼児に対する文字の

学習 は ， 「知識 を伝 える こ とは
， 純物理 的な過程 と同 じもの とされて しま う列 とい う見方が

あ て は まる 。 それ は，「
一

方的語 りかけ （それ は つ ねに語 りか ける 人で ある教師に よ る もの で

ある が ）は ，生徒 を語 りか けられ る 内容の機械的な暗記者に する 。 さらに悪 い こ とに ， か れ

らは そ れ に よ っ て 容器 ，
つ ま り， 教師に よっ て満た され るべ き入 れ物に変えられて しま う29」

とい うようなあ り方 と共 通す るの で ある 。 こ の よ うに ， 物理 的に文字や数字を伝達す る こ と

は ，文字や数字 とい う伝達する対象，そ して 伝達する相手で ある 子 どもを物体化させ て い く

こ とを意味する 。 た だ文字や カ ー ドに 向か い
， その単語を発声で きた として も， それ は記憶

する ， 暗記する とい うこ とはで きて い る こ とに なるが ， 言葉 を表現 したい 相手 に伝 えたい と

い う思 い か ら発する こ とや ， 実際の 活動の なかで 言葉 の 意味が生 きる と い うこ と と は異なる

とい える 。 音声は 「い く人かの 人が参加す る行動に関連 して 発せ られ る の で なけれ ば……無

意味な もの に とどまる」の で あ り，「言語は相互 に理解可 能な音声か ら成 り立 っ て い る」とい

うこ とは 「その 意味が共有された経験 との 関連 に よ っ て決 まる こ とを証明する」3°
。

　 つ ま り， 人や もの や 自然 な ど自分 を取 りま く世界 と の
一

連 の つ なが りの なかで ，ある言葉

を身につ けて い くと い える 。 子 ど もは成長の 過程で い ろ い ろ な音声に 出会 い
， 意味を獲得 し

て い き， それを基 に新た な意味を獲得で きる とい える 。

　 また，「観念を伝 え ， 獲得する ため に言語を用い るとい うこ とも ， 事物 は ， 共有 された経験

すなわ ち共同の 活動 におい て 用 い られ る こ とに よ っ て
， 意味を獲得する と い う原理 の 拡張で

あ り， 洗練」なの で あ り， 「言葉が共有 された 情況 の 中へ 要素 と して入 り込まない ときに は ，

それ は純物理 的な刺激と して作用す る にす ぎな い の で あ っ て ， 意味すなわ ち知的価値を もつ

もの として は作用 しない の で ある」
31

。
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　 こ の よ うに，実際の 自分の 生活体験の なか で他者 との 共有 された意味を獲得 し，その 経験

の なかで 行為を伴 っ た意味の 獲得の 拡張 として ， 実際には 自分 は見 た り接 した りしたこ との

な い 抽象的な もの に つ い て ， どの ような機能 を果 た しどの ような意味 を もつ の か に つ い て 想

像 し意味づ ける こ とがで きるこ とにな る 。 また ，ある言葉 を伝達 し暗記する こ と に よ りその

言葉 を発す る こ とがで きた と い う結 果や数の 足 し算引 き算が で きた とい う結 果 を重視す る の

で は な く，他者 との 共有 され た経験の なか で音声 と意味の つ なが りをつ くっ て い く過程 を繰

り返す こ とを重要視 しな けれ ばな らな い こ とに な る 。

　例 えば ， ボール を転 が して 遊ん で い る子 ど もを例 に ， 「各人が相手の 行 な っ た こ とと これか

らしよ うとして い る こ とを考慮 して 自分の 行動 を適応 させ る こ とが ，全体的情況に とっ て 必

要 なの で ある判 こ とが 示 されて い る 。
こ こ で 子 どもが 行 っ て い る こ とは ， ボ ール を受けた ら

転が し返す とい う単純で機械的な刺 激反応 で はな く， 自分が遊 び を楽 しい と思 い
， 相 手 とそ

れを続 けた い と い う思 い が あ っ て
， 相手 も転 が し返 して くれ る よ うなボール を相手 返す と い

うように自分 の 行動 を調整 しなが ら相手 と の 関係 をつ くる とい うこ となの で あ る 。

　小学校に上 が る まえにすで に 文字を書ける ，足 し算が で きる，英会話が で きる な ど，何か

が で きる こ とが 当た り前 とみ なされ る なか で ， 他 の 子 どもと比較 し 「横並 びで な い と安心 で

きな い 」 とい う心 理か ら， 子 ども自身の 成長発 達 に基 づ くの で は な く先取 り的 に教育 を行 う

必要 に多 くの 親が 迫られて い る33
。 遊び を とお して の 指導 とい うとた だ 遊 ん で い るだ けの 状態

を不安 とみ る保護者が い るなかで ， 遊び は学 び の 基盤iで あ る ， 幼児期か ら児童期以降の 学習

の基 盤 となる とい うこ とに つ い て確認する必 要が ある 。

2 − 3．

　幼稚 園や小学校 を受験する こ と，その ため に学習塾 に通うこ とな どの 行為は子 ど も自身で

は な く親の判断で選択 され る 。 子 どもが早 い 段階か らの 選抜 と過剰な期待 をか け られ る こ と

は子 どもに ス トレ ス を与えて い くこ とにな る
34

。 成績や 評価 とい う何かの ため にや る とい う目

的が外部か ら設定される こ と は ， 子 どもの 自発的 な活動で はな く， 強制的に 「させ られ て い

る」と い う側面 が強い 。 しか し， 自発的に行 うこ と と 自発 的に行 っ て い ない こ とに つ い て外

部か ら判断を下 すこ とは 困難で ある ために ， 子 どもが 厂自発的」に選択 して い る と反論 され

る こ とも考えられる 。

　こ の 「自発性」 と い う言葉 の 解釈 には 二 重 の 意味 があ る と い え る 。 つ まり， 子 どもの 「自

発性」を否定す る こ とは
， 子 どもを指示 され る だけの 存在 とみて

， 子 ど もは親 ・教 師の い う

通 りに行動する ， 自己決定能力が な い
， 弱い もの と してみ る こ とに なる 。

一
方 ， 「自発性」を

認めれ ば ， 主体 的に行動 した と済 まされが ちにな る。 しか し ， 「自発 的」な選択だか らすべ て

問題ない と い うの で は ない 。 自発 的に参加する と い う意見を ， 子 ど もの 「自発的」な意思 に

基づ くもの だと い わ れ た として も， そ の 参加する と い う行為 を選択す る
， 決定す る うえで 影

響 を受ける とい う状況が ある こ とに つ い て考える必要が ある。そ れ は特 に家族関係 ， 夫や 妻 ，
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親 と子 とい う人 間関係 にお い て
， 「『権力行使』を個人 に よ る行為 として の み見て は な らな い 」

し， 「『権 力』 を 『自由』や 『自発性』の 不在 と して の み位置づ けて は な らない 」とい う視点35

とつ なが る 。
つ まり，「強制」が 明白に発見で きな い として も ， また 「自発的」な選択で ある

として も， 非対称的な関係 を否定で きず ，

〜 をした い ／
〜せ ざる をえない

，

〜 しな い ／〜で

きな い とい うよ うに ， 強制 と自発 の 境 が は っ き りしない と い うこ とで あ る 。

　子 ど もに対 して，そ うする こ とを当た り前の もの として無批判 に違和感を抱かせ ず に，受

け入 れ られ る よ うに作用 して い る力の 存在が ある とい うこ とで ある 、 したが っ て ， 子 ど もが

そ の場で どうい う行為 を選択するか は一人ひ と りの 問題 で はな くその 子 どもの おかれて い る

環境が 関係 し ，

一
人 の 行為を考える の で は な く， 他者 との 関係をふ まえる こ とが 重要 とな る 。

　こ の よ うにみ る と
， 子 どもの 遊びが 自発的な活動で ある とい うこ とと対照的に ， 外か ら与

えられ た 目的に 向わ され て お り， 受験で合格 とい う結果を出すこ とが 目標 とされ ， その ため

の 学習や 習 い 事を させ る とい う強制力の も とに子 どもが おかれて い る 。 その なかで 子 ど もが

受ける ス トレ ス を想像 しない こ とは ， あ る理 想的 な 目標か らの み子 ど もを評価する こ と以外

はで きな くな り子 ど もの 成長 を限定的に み る こ とに なる 。

　以上 の よ うに ， 早期教育や受験の 低年齢化 にみ られ る よ うに ， 速 さや結果だけが重 視 され

る なかで 子 どもが育て られて い るが ， 子 ど もの 育 ちにお い て 重要 なの は経験 と過程で ある と

い える 。 「教育の 過程 はそれ 自体 を越 える い かな る 目的 ももっ て い な い ，すなわ ち，それ は そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リオ

ーガ ナ イ ジ ン グ 　 　 リ コ ン ス トラクテ ィ ン グ 　 　 トラ ン ス フ オ ーミ ン グ

れ 自体の 目的なの だ ……教育の 過程は連続的な 再 編 成 ，　 改　　造 ，　 変　 形 の 過程

なの だ」36 とい う視点か らみ れば，遊 び は遊 びそれ 自体が 目的 なの で あ り， その過程 で 学び

の 基盤 となる よ うな さ まざまな経験が含 まれ る の で あ り， 文字を覚 えて書 け る ように なる た

め に手段 化 された文 字遊 び とは異 なるの で あ る 。 ある 目的を外か ら与えて そ こ に向わせ る の

で は な く，
つ くっ て い くもの なの で ある 。 そ れ は

， r何 もの か に な りつ つ ある過程の 存在 とし

て ，すなわ ち，同様 に未完成で ある現実の なか の ， 現実 と ともに あ る未完成で 未完了な存在

と して ， 人間を肯定する
……教育 はか くして ， 実践の なかで たえずつ くりか え られ る」37 と

い う見方に 通 じる もの で あ る と考え られ る 。

結

　本稿 で は ， 体験活 動が形式的 に導入 され形骸化 する こ とや，体験活動が子 ど もに と っ て 強

制や押 し付 けに終 わ るこ とを避 け るた め に も ， 体験活動の 教育的意義 に つ い て 明 らか に する

必要が ある と い うこ とと，子 どもの抱 える問題を幼児期か らの連続性の なかで 捉える必 要が

ある こ とか ら ， 中高生 と幼児 との 交流体験 活動 の 可 能性 と課題 につ い て 考察 した 。

　まず中学 生 ・高校 生 に とっ て の教 育 的意義に つ い て考察 した 。 1−1で は経験の 意味か ら，1

−2で は職業観 進路形成 と の 関連か ら考察 し，1−3で は ，広 く社会の 課題で ある子育て の 問

題 との か かわ りの 視点か ら考 えた 。 学校 と地域社会の 連携で ある中高生 と幼児 との 交流 活動
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の 成果 は，単 なる活動 を行 っ た とい う事実で は な く，その 経験か ら学ぶ こ とが で きた か と い

う過程 をみ る必要が ある 。 乳幼児 とふ れ あう機会が 得 られ る こ とに よ り，子育て へ の 興味関

心 を育て ， 自分の育ち をふ りか える こ とに もな り， 自分 に つ い て み つ め る機会 ともな りうる

た め に は ， その 課題 を自分の もの と して 明確化 し， 意味づ け ， 行動し ， 熟慮する とい っ た積

み重 ねが必要 となる とい えた 。 そ して，保育 ＝女性 とい うイメージ を見直 し， 男女 を問 わず

子 ど もを育て る こ とにか か わ る職業 として保育者 とい う職業の イメ
ージをつ くり直す こ とに

な り， よ り大 きな意味で働 くこ との 目的や 意義に つ い て 考える こ とに もなる 。 そ して ， 子育

て ＝ 母親 ， 女性 とい う考え方を問い 直す こ とは ， 子育て の 孤立化 の 解消 ， 父親の 育児参加に

つ なが る可能性 もあ り， 広 く， 男女間 ， 親子 間の 人間関係に つ い て 考える こ とに つ なが る こ

とを示 した 。

　次に幼児や幼稚園 ・保育所側 に とっ て の教育的意義に つ い て論 じた。2− 1で は幼児教育の

充実の ため には地域社 会 との 連携が不可 欠で あ り， 2 −2及び 2− 3で は子 どもの育 つ 環境が変

化 す るなか で
， 子 ど もの 育 つ 過程 と経験 の 意味 に つ い て考察 した 。 交流が もた らす変化 は中

高生側の
一

方だけの もの で は な く， 幼稚園・保育所側か らみ て も大 きな意義が あっ た 。 まず ，

幼児教育の充実 に つ なが る と い うこ とは ， 保育者 に と っ て も自分の 保育を見つ め なおす き っ

か けに な り， 閉 じた もの で はな く開かれ る こ とに よ り， 日常 の 多忙 さに振 り回 され る こ とか

ら距離を置 き ， 自分 の 保育の あ り方 を再確認 し， 保 育をつ くりか えて い くこ とに な る 。 否定

や非難 で は な く建設 的 な意味 で 評価 され る こ とは
， 保育の 質を高め る こ とに つ なが る と い え

た 。 また，受験の 低年齢化や結果の 過度の 重視などが 子 どもの 育つ 過程に影響 を及ぼ し て い

る なか で ， 幼児教育の 基本で ある環境や 遊 びを通 して の教育の 意義に つ い て再確認す る必要

性 と子 どもの 成 長発達 に おけ る経験 や過 程の もつ 意味か ら考 え る重要性 を明 らか に した。
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